
Ⅰ　はじめに
　平成 29 年告示小学校学習指導要領（文部科学省 
2018）において，小学校第６学年の生命領域「生物どう
しのつながり」の単元では，「食べ物を通した生物のつ
ながり」を扱う。この中には，平成 20 年告示小学校学
習指導要領（文部科学省 2008）において第５学年で扱
われていた「水中の小さな生物」が移行して第６学年に
含まれている。ここでは，それらの事物・現象について
観察・実験などを行い，問題解決の力を養うことが目標
の一つとなっている。児童は第５学年でメダカの観察を
通して動物の誕生を学んでおり，動物の成長には餌が必
要であることを認識している。第６学年では「水中での
小さな生物のつながり」を顕微鏡観察を通して理解させ
たい単元である。
　 し か し，2020 年 か ら の コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

（COVID-19）蔓延のため，学校が休校となったことによ
る授業計画の遅延が起こった。小学校理科の中の生命
領域は，季節により扱う生物が異なっていたり，季節
ごとに観察すべき事項が異なってくる。「水中の小さな
生物」の授業は，本来なら１学期に行われるものであ
るが，2020 年度は，2 学期に順延された。本来実施され
る時期なら児童の関心の高いミジンコなどの微生物（笠
原　2018）を観察させることも容易であるが，２学期に

なると採取が難しくなる。教科書の「水中の小さな生物」
のまとめには，メダカの餌としてミジンコが，ミジンコ
の餌として緑藻が掲載されている。そこで，大学で飼育
しているミジンコを用いて「水中の小さな生物」の授業
実践を季節外の 10 月に実施した。ここではその実践報
告を行う。

Ⅱ　授業実践について
（1）授業実践の目的
　児童が顕微鏡を使って「水中の小さな生物」の観察を
行い，水中の中でもプランクトンの大きさの違いに気づ
き，食べる・食べられるの関係について認識し，水中
でも小さな生物のつながりがあることを見出す。また，
プレパラートの作製や顕微鏡の操作を学習し適切に使
うことができることとした。
（2）事前アンケートの実施
　兵庫教育大学附属小学校第６学年３クラス 69 名に，
ミジンコやプランクトンについてのアンケートを授業
前の 2020 年 10 月中旬に行った（資料）。
　池や川の中にプランクトンがいることについては，
91% の児童が認識していた（図１）。ミジンコを知って
いると答えた児童は 93%（図２）で，実物を見たこと
がある児童は 43% だった（図３）。ミジンコの大きさに
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関しては，90% の児童が直径約 1mm と回答した（図４）。
ミジンコ以外に知っているプランクトンとして，ミドリ
ムシ（約 46%）, ゾウリムシ（約 45%）の回答が高かっ
た（図５）。顕微鏡観察に関しては，ほとんどの児童が
使ったことがあると答え（図６），観察したものは，植
物の葉，気孔，葉脈，茎が約 35%, 植物の花，花粉，め
しべが約 29%, メダカの卵，稚魚が約 32% と高かった。
また約 17％の児童がプランクトンの観察を行ったこと
があると回答した（図７）。
　事前アンケートの結果から，ほとんどの児童が池や川
の中にプランクトンがいること，ミジンコの存在につい
ては知っていた。しかし，ミジンコに関して実際に見た
ことがある児童は半数以下であり，大きさの認識に関し
ては，90% 以上が誤回答であった。これらのことから，
実物観察の必要性が明らかとなった。
（3）授業の実施
　2020 年 10 月 27 日に兵庫教育大学附属小学校第６学
年３クラス（67 名）を対象に理科室において授業実践
を行った。
　授業で用いた材料は，学校内の池から採取したプラン
クトンと大学で継代飼育していた加東市平池産のミジ
ンコ（Daphnia pulex）である（図８）（笠原ら 2018）。
　授業は，１クラスずつ以下の流れで行った。① 導入

（授業目的の説明），② 一時プレパラートの作製法と顕
微鏡操作の復習，③ 様々なミジンコの紹介とミジンコ
のライフサイクルの説明，④ プランクトンおよびミジ
ンコの観察，⑤ まとめ（観察できたプランクトンの確
認，プランクトンの大きさの確認，「食べる・食べられる」
の関係の確認）。授業では，観察時間を長くとり，でき
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図５【ミジンコ以外に知っているプランクトンの名前を５つまで書いてください】の質問に対する回答
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図 ５　�【ミジンコ 以外に知っているプランクトンの名前
を ５つまで書いてください】の質問に対する回答
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図６【これまでの授業で顕微鏡を使ったことはありますか】の質問に対する回答
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図 ６　�【これまでの授業で顕微鏡を使ったことはありま
すか】の質問に対する回答
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図７【顕微鏡で何を観察しましたか】の質問に対する回答
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図７　【顕微鏡で何を観察しましたか】の質問に対する回答
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図１【池や川の中のプランクトンがいることを知っていますか】の質問に対する回答
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図２【ミジンコを知っていますか】の質問に対する回答
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図３

図３【ミジンコの実物を見たことがありますか】の質問に対する回答

はい
43%いいえ

57%

半ページの幅に収まるようにしてください

図 １　�【池や川の中のプランクトンがいることを知って
いますか】の質問に対する回答

図 ２　【ミジンコ を知っていますか】の質問に対する回答

図 ３　�【ミジンコ の実物を見たことがありますか】の質
問に対する回答

図４

図４ 【ミジンコの大きさはどれに近いですか】の質問に対する回答（授業前）
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図 ４　�【ミジンコ の大きさはどれに近いですか】の質問
に対する回答（授業前）
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るだけいろいろな微生物を観察できるようにした。
（4）事後アンケートの実施
　授業実践後に事後アンケートを行った（資料）。 回答
者数は授業を受けた 67 名であった。
　すべての児童が顕微鏡を使った観察が楽しかったと
回答した（図９）。観察してみて，思ったこと，わかっ
たことについては，プランクトン全般についての記述と
ミジンコについての記述が見られたが，ミジンコについ
ての記述が多かった（表１）。プランクトン全般につい
ての記述では，水の中にいろいろな種類のプランクト
ンが生息していることがわかったと回答した児童が多
かった。少数ではあるが，大きさに着目した児童もみら
れた。
　ミジンコについては，心臓が速く動いていること，肉
眼でも見られること，複眼が１つであること，産卵や休
眠卵に関することが上位を占めた。短時間での顕微鏡観
察で，様々な観察ができていることがうかがえた。また，
かわいいと答えた児童も多く，18 名がミジンコを飼育
してみたいとの申し出があった。今後見てみたいプラン
クトンについては，ボルボックス，他のミジンコ，ミカ
ヅキモ，アメーバの順で多かった（図 10）。ミジンコの
大きさについて事前アンケートと同じ項目をきいたと
ころ，正答率が約５ポイント増加した（図 11）。
（5）授業の成果と今後の課題
　授業実践の中で最も大切だと感じたことは，実物の観
察による感動体験である。顕微鏡を使うことで肉眼で
は見にくいミジンコの心臓の動きであったり，複眼の

構造であったり，消化管の中の緑藻の存在であったり，
児童一人ひとりが興味関心を持って観察に集中してい
たことが印象に残った。顕微鏡観察の際に，「すごい」，

「うわぁ」，「心臓が動いている」など様々な声を聞くこ
とができた。授業が楽しかったとすべての児童が回答し
た事後アンケートからもうかがえる（図９）。
　今回の観察では，特にミジンコを観察したい児童が多

図 ８　授業で観察したミジンコ （Daphnia pulex）
クロレラを食べて消化管が緑色になっている。

図９

図９【顕微鏡を使った観察は楽しかったですか】の質問に対する回答
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図 ９　�【顕微鏡を使った観察は楽しかったですか】の質
問に対する回答

表１
表１【観察してみて，思ったこと，わかったことを教えてください】の質問に対する回答

半ページの幅に収まるようにしてください
表 １　�【観察してみて，思ったこと，わかったことを教

えてください】の質問に対する回答

図 10　【今日見たプランクトン以外で見てみたいプラン
クトンはありますか】の質問に対する回答
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図10【今日見たプランクトン以外で見てみたいプランクトンはありますか】の質問に対する回答
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図11

図11 【ミジンコの大きさはどれに近いですか】の質問に対する回答（授業後）
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図 11　�【ミジンコ の大きさはどれに近いですか】の質
問に対する回答（授業後） 
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かったため，それ以外のプランクトンの観察を行った児
童が少なかったことが少し残念であった。しかし，他の
プランクトンになると，ミジンコより小さいため，顕微
鏡のピントを合わすのに技術が必要であり，６年生で
も難しいのではないかと思われる。授業のまとめで「食
べる・食べられる」の関係についても話したが，観察
を通して伝わったかは不明であり，その点については，
もう少し焦点を絞って観察点を指示したほうが良いの
かもしれない。
　プランクトンの大きさの理解に関しては，ミジンコ
が肉眼ではっきり見えることが体験できたと思われる。
しかし，アンケートでは大きさの把握ができていない結
果となった（図４，図 11）。これについては，アンケー
トでのミジンコの大きさの表記を，ミジンコのイラスト
などを使ってより実物に近いように提示できれば，結果
が変わっていたのではないかと思われる。
　今回の授業では，観察することに重きを置いたため，
時間の関係でスケッチ等の記録に残すことはできな
かった。その点が今後の最大の課題であると感じた。近
年タブレットが学校に導入され，観察結果を共有する
手段も出来つつある。今回の観察時には，まだそこま
でのタブレット操作ができない状況であったが，今後，

それらを利用して児童一人ひとりが観察したものをク
ラスで共有し，まとめの際に利用できるようになれば，
さらに観察の効果が上がると思われる。
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